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最近秋田県下に発生したE型ボトリヌス中毒について

秋田県衛生研究所

藤沢宗 坂 本 昭 男

吾国に於けるポトリヌス中毒は1951年中村、飯田等 による報告を矯矢として、その後秋田、青森、山形の各
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地にも発生し、その何れもがE型菌によるものであるこ

とが明らかにちれた。

秋田県下の例は1953年10月に八郎湖岸に発生したもの

を最初とし現在まで 8発生例をかぞえるに到った。これ

らのうら第6発生例までは既に発表した通りであるから

、今回は第7～第8発生例について報告したい。

秋田県下に茄ける発生例

第 ー 表 秋田県に於ける E型ポトリヌス中毒発生例

番号 1発生年月日 発 生 場 所 原因食品 1摂食者数1患者数 1死者数 備 考

I 1953 南秋田郡天王町江川 鯛のいずし 1
6i ' 

41 • 21 10.8 I 
2 I 1655 I ’’ 琴浜村払戸宇褐川 かれい” II I 61 5 

5.31 

3 I 1957 ’’ ’’ ” 宇二屋 Iかなぎ” 12 I I 
， 

I゚ 
10.17 

4、I’'10.22 1 男鹿市船川港宇芦沢 あじ ,, I 5 1 I 
3 o | 

5 I 1958 1 • II ’’ 宇台島 いわし;, I 61 6 
2 1 6.30 

6 ,, 9.-18 I秋田市金足宇浦山 Iごり ,, I 31 31 l l 
71 1~5910.8 I 北秋田郡上小阿仁秤芋漱形 ！鯉

II 2 2 2 

81 1960 9.18 II 能代市東雲開拓 かれい” I 2 2 

゜
計 I-・1 47 35 12 I 

（発病率 74.5% 致命率 34.3%)

図 l及び表 1に示すとおり 1953~1960年の間に8発生例 粁余の寒村で戸数28ヶ、人口 180人、四方が山にかこま

をかぞえる。時季は春秋に限られ原因食品は例外なく魚 れている部落である。

の飯ずしである。摂食者合計47名、発病者35名、死亡者 農業兼柚夫である上△銀ぐ当63オで自宅の池に飼って

は12名で発病率74.5％致命率34.3％の数字を示す。 いた鯉2尾が斃死したので、 1尾は焼いて家族7名で摂

第 7発生例 食したが異状なく他の 1尾を飯ずしに漬込み約 1週間後

発生年月日 昭和升年10月 9日 の10月8日にはじめて銀△及び妻卜△ノ、当57オの 2人

発 生場所 北秋田郡上小阿仁村宇萩形 が摂食した結果、それぞれ 1時間30分～15時間を経て発

発病率 100%（摂食者2発病者2) 病し、頭痛、腹痛、嘔吐、呼吸困難、痩声、手指のしび

致 命率 100%（患者2名共死亡） れ、眼症状等の定型的なボトリヌス症状を呈し（発熱、

原因食品 鯉のいずし 下痢を欠く）湖東病院伊藤医師の加療も空しく発病後14

発生の状況 ～18時間で 2名共死の転帰をとった。

10月8日に発生したもので、場所は五城目町の東方約30 患者の個人別症状表

第 7発生例個人別症状表

'
|
Mー

M

発
病
日
時
―

A

p

110
需皿
位
g
口
J

M
 

摂
食
日
時
。

O
P
”

忍，

性
・
年
令
合
6
3
早
57

△

ノ

氏

名

銀

△

一
ー
〗
い

番

号

1

2

潜
伏
時
間

転 I 症 症

下一発嘔 1倦 1脱頭腹眼 1環 1口言 I腹
怠，力 症下困鹿障部膨
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表に示す症状のうち特に後頭部の重圧感と、咽喉部か

ら胸部上方にかけての圧迫感が特異で昏睡状態に陥るま

で意識は明瞭であった。

銀△当63オの症状例を記せば

8日の午後 0時30分頃昼食に飯ずしを摂り午後はその

ま上夕刻まで農事をし寝についたが翌 9日午前 3時頃先

に発病した妻卜△ノ当57オをトラックで五城目の湖東病

院に送り出してから嘔気を催して嘔吐をした。

午前4時頃になり目がかすんで見えなくなり家人に頭

の後の血管がふくらんで痛いと云い時々咽喉から胸にか

けてかきむしられるようだと云って苦しんだ。・次いで先

に左手、更に右手がしびれ物を握ることが出来なくなっ

た。

以後一時落着いたが午前 7時頃又苦しみ出ししきりと

嘔吐を続けた。そして、午後4時頃伊藤医師来診し、午

後 6時トラックで入院の途中午後 9時30分車上で死亡し

た。

鯉の餓中しについて

自宅の養鯉池で飼育していた鯉 2尾が斃死したのを銀

△が見つけまだ新しいと云うので妻卜△ノが調理したも

のである。鱗をとり内臓を除いてよく洗い適当に切って

米飯に食塩と共に漬込んだものできわめて普通の方法で

ある。漬込み後約 1週間位で摂食したと思われるが調理

した当人が死亡したため詳細は不明である。尚鯉の死ん

だ原因は不明であるが部落では時々養鯉の斃死が見られ

ると云う。

原因菌の検索

I 飯ずし中の毒素の確認

飯ずし上清 (PH4.8)の中和試験成績は下表の通り

でE型毒素と考えられる。

飯ずし毒素中和試験成績
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ll 飯ずし中より菌株の検出

飯ずしの肝々プイヨン培養液よりボトリヌスE型菌を

分離した。＂ 患者家族及び部落民の菌保有者検査

患者家族と羞鯉池所有者家族若千と合計15名の屎を直

接採取しポトリヌス菌の検索を行ったが全員陰性に終っ

た。

4・ 土譲の細菌学的検索

患家及びその附近の民家の養鯉池 5ヶ所の土壇（泥土）

を採取し 1ヶ所30検体に細分し合計 150検体について細

菌学的検索を行った結果患家養鯉池より 6株、その他よ

り8株、計14株のE型ボトリヌス菌を検出した。

この検索の報告は他の機会に譲ることにする。

第8発生例

発生年月日 昭和35年9月18日

発生場所 能代市東雲開拓地

発 病率 100%（摂食者2、発生者2)

致 命率

原因食 品 かれいの飯ずし

発生の状況

場所は米代川北岸の開拓晨家に発生したものである。

9月18日朝食（午前8時）に藤△嘉△郎当41オで同人の

妻と 2名が漬込んでから 6日目の「かれい」の飯ずしを

採って発病した。

最初妻が 5切位を試食し次いで嘉△郎が10切位を酒の

肴に摂食した。約30分経過した頃両人共悪心を覚えその

まま横になって暫く休んだが悪心は愈々はげしく新聞を

読む宇がかすんで来たので驚いて向能代の藤田医師を招

いて加療を受けた。

--毒 素 Ix。IXIO X20 IX50 x100 k 然し病状は悪化するばかりなので医師のすすめにより

A(No. - 38)l..:・ •I..o oo.i.. 尚長男、次男、長女等の 3名は飯ずしを採らなかった

血清 9月21日山本組合病院へ入院加療し回復した。

BC一吋。:- 39)]••1ヽ·i• •I· •I··· • ので異状を認めない。

E(No.35396)p’゚ °lo叩0戸oi●● 患者の個人別症状表

第 8 発生例個人別症ー状表

番1 氏
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共通症状は下痢発熱を欠き嘔吐畜軽度の頭痛、眩畳、ロ

渇、眼瞼下垂、複視、眼充血、手指のしびれ、痩声、心

臓不全、腹部圧痛、便秘等が著明で、血圧 110~170、

体温36.7°Cであった。

かれいの餓中しについて

9月11日、リ△が行商人よりかれいを約2貫目購入し内

臓を除いて切味にし、 1日流水中に浸漬し米飯と共に漬

込んだもので普通の方法である。又野菜その他のもの入

れない。

尚リ△の語るところによれば「かれい」を購入する時

に八郎潟附近には飯ずし中毒が多いのでこのかれいは八

郎潟で獲れたものかどうかを行商人に聞いたがそうでな

いとのことで安心して飯ずじに漬込んだと誇っていた。

原因菌の検索

l．飯ずし中の毒素の確認

下表に示すとおり E型血清に中和される。

尚飯ずし上清のPHは4.0であった。

飯ずし毒素中和試験成績

ljfilこ長。：X I-0ド20:x50:XIOO: K 

A(No. 38)........e o●● 

B(No. 39)● • I• •i• •I• •le •l• • 
E(No. 35396)0 010 0|0dodo o.. 
n 飯ずしの中より菌株の検出

前例と同様ボトリヌス E型菌を分離した。

分離菌株の生物学的性状

形態学的性状

原因食品より分離した菌株は両端鈍田グラム陰性の梓菌

で鞭毛染色により周毛性の鞭毛を認め、暗視野で鏡検す

れば運動を認める。

肝々ブイヨン培地で30°c~3日～7日で芽胞の形成を見

る。

培養学的性状

PH7.0の肝々ブイヨンに移植し30°~18時間培養すれば

ガスの発生を見る。 2% Glukose加 Zeissler培地に塗

抹し30°cに嫌気性培養を行えば24時間で菌の発育が認

められ B型の溶血を示す。

蛋白分解性

凝固血清 ” I I -I -
・ゲラチン ” I I -I -
牛乳凝固 I I -I -
硫化水素産生 I ＋ I + I + 
インドール ’' | I -I -

表に示す通り肝片、凝固卵白、漿固血清を消化せず、ゲ

ラチンは 3週間観察するも消化しない。牛乳凝固及びイ

ンドールの産生は認められないが、硫化水素は陽性であ

る。尚対照としてE (35396)株を株を使用した。

炭水化物分解性

使用培地は3％ペプトン水にチオグリコール0.05%、チス

テイン0.15%、寒天0.01？るの割合に混和し指示薬として

フエノール、ロートを加えたものを母培地としこれに各

種の炭水化物を 1％の割合に加えた。これ等の培地に各

菌株を移植し、 1週間観察した成績は表のとおりである。

炭水化物分解性

芦 三擬固卵白 ” | - | - | 

東雲

ふ INo．届3961 萩形 1東雲

A rabinose 士 I I 
Rhamnose I 士 I I ----・--

I | 士 l士Xylose 士

GluKose I +g I +g I +g 

Galaktose I I 
+-g I [ +-g 

Laevulose I +g I 
Mannose I +g I +g I +g 

Laktose I -. I I 
Maltose | +g I +g I +g 

Saccharose | ＋ I +g I +g 

Rhaffinose | I I 
Glycogen I I I 
Glyceriu I ＋ I ＋ I ＋ 

Dulcit I I I 
Mannit I I I 
Sorbit I ＋ I +g I +g 

Salicin I I ！ 
， 

Aescurin I I I 



Jnulin -I -
Adonit 士 +g I + 

g～ガス産出

即ち G!ukose,Lavulose Mannose, Saccha rose Maltose 

Sorbitは何れも分解して酸とガスを出すが Golaktose

は分解して酸のみを出し、その他Xyloseは培地の下部の

み（＋）を示しAdonitは何れも分解して酸を出すが、萩形

株はガスの産生を見る。これらの所見は対照株とはほゞ

一致する成績を得た。

考按及びむすび

今まで秋田県下に於けるボトリヌス中毒は八郎潟周辺地

区に限られ、又嘗て余等が行った疫学調査の成績も附近

の土壌、魚類等より相当数の菌が検出されて、本中毒は

八郎潟特有のものではあるまいかと想像されていた。

然し乍ら舟川地区及び萩形、東雲の発生例はこ．の想像を

裏切り、特に萩形は北秋田郡の孤立した山村であり、東

雲は米代川北岸の開拓地に発生したものである。そして

萩形の例は患家及び附近の土壌よりポトリヌス菌が検出

された。

これは本菌の分布が決して従来考えていたように八郎潟

の周囲に限られたものでないことを実証したもので、本

県に於けるポトリヌス中毒の今後に新しし課題を与える

ものと云えよう。

以上を結論すれば

l) 秋田県下に於て1953~1956年の間に 8発生例のポ

トリヌス中毒があった。

2) その原因食品は何れも魚類を使用した飯ずしであ

る。

3) これらのうち第7~8発生例について細菌学的検

索を実施した結果何れも E型菌を分離した。

4) 分離菌株の生物学的性状は Hazenの分離したE

(35396)株とほゞ一致する。
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